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～今月の表紙～

奥山家住宅洋館洋室（所在地：国見町大字藤田字北地内）

杉浦太陽さん扮する義経公行列で

は、こんなに大勢の方にきていただ

きました。本当にありがとうござい

ました。来年も「義経まつり」でお

待ちしています。

【問い合わせ：歴史まちづくり推進室　☎ 585-2967】

『国見のたからもの』

　　　　　　　
№５

大正 10 年 (1921 年 ) に建築された奥山家住宅。本格的な西洋建築の洋館と多彩な彫刻が施された主屋からなり、名望家
であった３代目奥山忠左衛門により迎賓館として建てられました。国見町の近代化に貢献した奥山家を象徴する建物で
す。

第 19 回義経まつり

町民一人、 ひとりが
笑顔、 えがおになれた
一日になりました。

町民のみなさん、 この笑顔、 そして絆を
忘れないでください。
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第 19 回
義経まつり

　

９
月
23
日
、
晴
天
の
も
と
今
年

で
第
19
回
目
を
迎
え
た
「
義
経
ま

つ
り
」。

　

今
年
も
コ
ン
パ
ク
ト
な
藤
田
市

街
地
を
活
か
し
、
多
く
の
方
に
楽

し
ん
で
も
ら
う
た
め
、
藤
田
商
店

街
と
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
の
２

会
場
で
の
開
催
と
し
、
二
つ
の
会

場
と
藤
田
駅
や
裏
通
り
を
回
遊
す

る
こ
と
で
、
目
と
耳
と
舌
で
楽
し

ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。

　

町
内
の
様
々
な
団
体
で
構
成
す

る
実
行
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、

多
く
の
方
々
の
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

藤
田
商
店
街
（
グ
ル
メ
街
道
）

で
は
、
昨
年
よ
り
も
多
い
53
店
舗

が
出
店
し
ま
し
た
。
人
気
だ
っ
た

の
が
ク
レ
ー
プ
、浪
江
焼
き
そ
ば
、

そ
し
て
国
見
バ
ー
ガ
ー
。
国
見

バ
ー
ガ
ー
の
前
に
は
長
い
列
が
で

き
、
多
く
の
来
場
者
が
国
見
バ
ー

ガ
ー
を
ほ
お
ば
っ
て
い
ま
し
た
。

　

観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
前
広
場

（
わ
ん
ぱ
く
広
場
）
で
は
、
く
に

み
幼
稚
園
園
児
が
妖
怪
ウ
ォ
ッ
チ

の
曲
に
合
わ
せ
お
遊
戯
を
披
露
し

ま
し
た
。
県
北
中
学
校
の
吹
奏
楽

部
の
演
奏
で
は
「
ア
ナ
と
雪
の
女

王
」
の
演
奏
や
生
徒
た
ち
に
よ
る

6

3

1

2

4

5

1弁慶役の商工会青年部長佐久間

友和さん、一点を見つめる凛とし

た姿が印象的2こちらも一点を見

つめ…、ラーメンの味は格別3法

螺貝でいざ、出陣4大きくなった

ら献血5うう、おいしい ! ！6気

分は、風をきって走ってるライ

ダー7観月台文化センターステー

ジ前広場8「妖怪ウォッチ」の曲

に合わせて、みんなで体操9二人

並んで「はい、笑顔」�開祭式�

先生たちも真剣。いざ、出陣の準

備。�福島復興大使県北中学校生

徒会長佐藤夏さん。凛とした姿勢

に会場からは拍手が送られまし

た。�お母さんにだっこ。こんな

写真がほっとします�静御前と中

学生二人でにっこり�馬上から

にっこり「国見町のみなさん、こ

んにちは」�二人で仲良くバイク

に乗ってみました�国見小学校 6

年生による鼓笛隊パレード。何事

も真剣に、そして全力で」国見小

学校のモットーです。さすが、６

年生真剣です。

�
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楽
器
の
説
明
な
ど
が
あ
り
、
趣
向

を
凝
ら
し
た
手
作
り
の
ス
テ
ー
ジ

に
観
客
か
ら
は
、
あ
た
た
か
い
声

援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
義
経
ま
つ
り
最
大
の
見

ど
こ
ろ
で
あ
る
「
義
経
公
行
列
」

に
は
、
俳
優
の
杉
浦
太
陽
さ
ん

が
「
源
義
経
」
に
扮
し
、
町
内
を

馬
に
ま
た
が
り
国
見
小
学
校
５
年

生
、
県
北
中
学
校
１
年
生
と
一
緒

に
練
り
歩
き
ま
し
た
。
杉
浦
さ
ん

は
沿
道
か
ら
の
声
援
に
笑
顔
で
応

え
て
い
ま
し
た
。
沿
道
に
は
、
杉

浦
太
陽
さ
ん
の
奥
様
で
元
モ
ー
ニ

ン
グ
娘
の
辻
望
美
さ
ん
の
お
面
を

つ
け
た
皆
さ
ん
が
声
援
し
て
い
る

の
を
見
つ
け
る
と
、
今
ま
で
以
上

の
満
面
の
笑
み
で
応
え
て
い
ま
し

た
。
そ
ん
な
杉
浦
さ
ん
に
沿
道
か

ら
は
「
か
わ
い
い
」「
来
年
も
き

て
ほ
し
い
」
と
い
っ
た
声
援
が
送

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
り
無
事
に

義
経
ま
つ
り
を
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
来
年
は
第
20
回
と
い

う
節
目
の
年
に
な
り
ま
す
。
町
民

の
み
な
さ
ん
と
い
ろ
い
ろ
考
え

「
義
経
ま
つ
り
」
を
開
催
で
き
れ

ば
と
思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。　
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祝　国見町敬老会
　国見町敬老会が 9 月 13 日、町内 3 会場で開催
されました。また、町内各介護施設においても敬
老会が開催され、多くの方の笑顔を見ることが出
来ました。
　今年度町内での対象者は 1,740 人。式典では、

記念品の贈呈や表彰式などがあり、参加者全員で
長寿を祝いました。
　式典終了後には、各地区で趣向を凝らしたアト
ラクションが行われ、敬老会に出席された皆さん
は、楽しいひと時を過ごしました。

来年も会場で、皆さんのとびきりの笑顔にお会いできることを楽しみにしています。

9
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126森江野地区敬老会

347藤田・小坂・大木戸地区敬老会

58��大枝地区敬老会

9��国見の里敬老会

���日和くにみ敬老会�

氏　　名 町内会 年齢
遠藤　義亮 宮町北 100
佐藤　充作 第 7 97
岡本　眞策 小坂 96
岡田　忠次 貝田 96
髙橋　徳平 貝田 96
後藤　忠三 太田川 95
阿部　正三 国見の里 95
菅野　直一郎 国見の里 95
吉田　倉治 大町南 94
高野　喜吉 大坂 94
村上　吉三 第 9 94
佐藤　三郎 高城 93
徳江　隆 国見の里 93

国見町長寿番付

氏　　名 町内会 年齢
佐久間　唯重 第 1 93
佐藤　庄平 泉田下 93
佐野　八郎 第 8 93
髙橋　勝男 板橋南 93
髙橋　藤右エ門 第 12 93
阿部　榮作 泉田下 93
熊坂　幸平 本町 92
村上　正義 第 8 92
佐藤　徳一郎 石母田表 92
松浦　誠二 大木戸 92
佐藤　正雄 原町 92
菊地　半藏 石母田原 92
佐藤　順之助 貝田 92

氏　　名 町内会 年齢
安藤　守茂 前田 92
齋藤　實 石母田北 92
霜山　倉 滝山 91
髙橋　芳吉 山崎北 91
鈴木　三好 川内 91
熊坂　一 内谷西 91
齋藤　四郎 錦町 91
菅野　清藏 国見の里 91
中村　一郎 山崎小舘 91
渡邊　七郎 町東 91
鈴木　幸雄 川内 91
佐藤　松男 石母田表 91
菊地　善吾 第 10 91

9 月 15 日現在 91 歳以上　敬称略

氏　　名 町内会 年齢
古内　トシ 山崎沢田 104
中林　ヨシ 国見の里 102
齋藤　ハツノ 石母田北 102
菊地　アキ 石母田原 99
佐久間　マサイ 上野 99
松野　トリ 国見の里 98
菊地　たつ 並柳 98
佐野　裕子 第 8 97
佐藤　ハン 国見の里 97
佐藤　シヅエ 原町 97
渡邉　コウ 国見の里 97
八島　ヒデ 高城 97
鈴木　あき 錦町 97
佐藤　一江 第 2 96
渡邉　ヨネ子 国見の里 96
瀬戸　カツ 中部 96
実沢　タカ 第 3 96
佐久間　フミ 第 12 95
石川　カツ 第 4 95
吉田　キミ子 石母田西 95
野村　ヒロ 板橋 95
後藤　マキ 第 12 95
渋谷　キン 光明寺 94
佐野　シン 第 8 94
徳江　キヨ 宮東 94
朽木　キエ子 前田 94
八巻　チヱ 徳江北 94
赤井畑　フテ 駅前 94
鈴木　カン 大町北 94
大橋　タケ 滝山 94
古川　米 宮町北 94
大槻　サダ子 大町南 94
大庭　チヨノ 山崎小舘 94
齋藤　ミツ 徳江北 94

氏　　名 町内会 年齢
天野　フミ 山崎耕谷 94
石川　キチ 駅前 94
遠藤　キヨミ 並柳 93
佐久間　イネ 第 1 93
津田　ミツイ 国見の里 93
菅野　フクヨ 国見の里 93
菅野　ミユキ 国見の里 93
竹谷　ツメ 徳江北 93
山本　テル 宮町南 93
阿部　ヱイ子 国見の里 93
齋藤　ハツ 徳江北 93
千葉　トリヨ 山崎小舘 93
佐藤　ツル 国見の里 93
佐藤　榮 石母田西 93
吉田　シゲ 山崎舘 93
齋藤　ヤス 山根 93
吉田　サダ 第 4 93
佐藤　トヨ子 上野 92
朝内　敏 山崎宮舘 92
齋藤　フミ 太田川 92
高原　キクヨ 山崎沢田 92
菊池　マサヨ 中部 92
鈴木　ノブ 第 1 92
岡田　ヂン 貝田 92
後藤　マツ 宮町北 92
佐藤　ムメ 宮町南 92
木村　京 国見の里 92
菊地　ヤス 山崎耕谷 92
蓬田　三四 高城 92
阿部　きみ 大木戸 92
髙橋　ユキ 山崎舘 92
滝川　ふみ子 町東 92
後藤　志な 高城 92
鈴木　サチ子 大坂 92

氏　　名 町内会 年齢
浅野　タツ 山根 92
鈴木　幸子 川内 92
佐藤　シン 山崎小舘 92
佐久間　シガ 第 12 92
鈴木　キチ 宮町南 92
玉手　欣子 中部 92
松浦　ツルノ 大木戸 92
髙橋　ハツエ 貝田 92
曵地　まつよ 本町 92
松浦　ヒロセ 大木戸 92
大沼　ヂン 貝田 92
髙橋　八重子 泉田中 92
大波　トシ子 第 9 91
後藤　トミ 川内 91
三木　ヨシ 山崎舘 91
安藤　ミツイ 前田 91
中野　きく 鶉町 91
薄　トメ 内谷西 91
村上　フヨノ 第 9 91
渡邊　フミ 町東 91
志村　トミ 高城 91
佐久間　文子 第 1 91
武田　トトノ 第 3 91
髙橋　マツヱ 貝田 91
佐藤　ツネ 石母田表 91
菊池　マツヨ 中部 91
大野　テツイ 藤田光陽 91
村上　ハル 第 8 91
後藤　クラヨ 太田川 91
齋藤　トヨノ 徳江北 91
松浦　ミツ 光明寺 91
富野　マスミ 山崎小舘 91
小林　貞子 第 7 91

女性 101 人

男性 39人
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福島大学と国見町の
相互友好協力協定

　9 月 17 日、観月台文化センターにおいて、福島大
学と国見町の相互友好協力協定の締結を行いました。
　今回の締結の経緯は、昨年の 6 月に立ち上げた国
見町の復興・再生プロジェクト「国見町活力あるま
ちづくり検討委員会」に、福島大学の岩崎由美子教
授に副会長として参画いただき「1000 年のまち。こ
れから 100 年のまちづくり基本計画～里まち文化交
流都市構想～」を策定したことをきっかけとしてい
ます。
　また、今年度は、国見町が認定を目指している「歴

史まちづくり計画」の策定に協力をいただく形で、
大学院講座「地域特別研究Ⅰ」が菊地芳朗教授など
の協力により開講されています。
　今後も福島大学と国見町が連携を進めることで「人
と人、人と知、地域と学生」の相互の協力が図られ、
国見町の里まち文化交流都市構想の実現とグローバ
ルな視野とセンスをもち、地域の諸課題を解決でき
る人材育成をめざす「地域と共に歩む」という、福
島大学の人づくりに寄与できるものと考え、今回の
締結になりました。

締結後握手を交わす太田久雄町長と福島大学中井勝己学長

　10 月 1 日、観月台文化センターで町の教育委員の辞令が、太田久雄町長
から志村裕美さん（高城）に交付されました。
　志村さんは 2 期目で、任期は 10 月 1 日から平成 30 年 9 月 30 日になります。

教育委員へ辞令

　

町
の
特
産
品
「
あ
ん
ぽ
柿
」

は
、
原
発
事
故
の
影
響
か
ら
２

年
間
の
加
工
自
粛
を
経
て
、
昨

年
度
よ
り
一
部
の
地
域
を
モ
デ

ル
地
区
と
し
た
中
で
、
加
工
再

開
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
は
幼
果
期
検
査

の
結
果
か
ら
、町
内
全
域
を「
加

工
再
開
モ
デ
ル
地
区
」
と
す
る

こ
と
が
決
定
さ
れ
、
全
域
で

の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

（
※
）加
工
さ
れ
た「
あ
ん
ぽ
柿
」

は
昨
年
同
様
、
全
て
非
破
壊
検

査
機
に
よ
り
放
射
性
セ
シ
ウ
ム

濃
度
を
測
定
し
、
基
準
値
以
内

の
製
品
の
み
が
市
場
に
出
荷
さ

れ
ま
す
。

　

様
々
な
苦
労
を
乗
り
越
え
、

丹
精
込
め
て
作
ら
れ
る
「
あ
ん

ぽ
柿
」
に
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

あ
ん
ぽ
柿

全
面
加
工
再
開
　

※
町
内
全
域
を
加
工
再
開
モ
デ

ル
地
区
と
し
ま
す
が
、
幼
果
期

検
査
に
お
い
て
基
準
以
上
の
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
を
検
出
し

た
ほ
場
は
加
工
自
粛
と
な
り
ま

す
。

※
加
工
再
開
モ
デ
ル
地
区
内
に

あ
っ
て
も
原
料
柿
の
売
買
・
移

動
は
で
き
ま
せ
ん
。

◆
問
い
合
わ
せ　

　

産
業
振
興
課　

　

☎
５
８
５
‐
２
９
８
６　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら
い　

　

国
見
営
農
セ
ン
タ
ー　

　

☎
５
８
５
‐
２
６
６
０

　

今
年
は
町
内
全
域
で

　
　
　
　
あ
ん
ぽ
柿
の
生
産
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

幼果期検査の受付の様子
（写真提供：JA 伊達みらい）

国見の秋、召し上がれ！
　トップセールスと地域間交流

　町は 9 月から 10 月にかけて、国見の秋の実りを全国に発信
するため、農産物のトップセールスと地域間交流を展開しま
した。
　10 月 3 日から 4 日にかけて、太田町長が訪れた岐阜県池田
町では、岡﨑和夫町長を表敬するとともに、当地で開催され
た「みの池田ふるさと祭」に参加しました。
　会場では、「国見のくだものは、みんなおいしい」、「この日
を楽しみに、待っていました」という言葉も聞かれ、心が温
かくなりました。
　また、9 月 19 日から 20 日には、桃生産農家とミスピーチ
らが静岡県御前崎市を訪問。石原茂雄市長を表敬した後、道
の駅「風のマルシェ御前崎」で桃の販売を行いました。道の
駅のチラシを見てやってきたという国見町出身の人にも出会
い、「おいしい」、「頑張って」と励まされながらの 2 日間でした。

池田町で桃を PR する太田町長とミスピーチ
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成
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は
じ
め
に

　

９
月
議
会
定
例
会
で
認
定
さ

れ
た
決
算
は
、
平
成
25
年
４
月

１
日
か
ら
平
成
26
年
３
月
31
日

ま
で
の
歳
入
及
び
歳
出
決
算
で

す
。
地
方
公
共
団
体
は
地
方
自

治
法
に
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り
そ
の
内
容
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、
町

民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
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こ
と
に
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て
い
ま
す
。

　

決
算
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数
字
か
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は
、
そ
の
年
度
内
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町
が
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ん

な
仕
事
を
し
、
い
く
ら
お
金
が

か
か
っ
た
か
を
読
み
取
る
こ
と
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ま
す
。
ま
た
、
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れ
か

ら
の
動
向
や
財
政
の
状
況
を
示

す
指
標
と
し
て
も
、
大
切
な
役
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を
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て
い
ま
す
。

　

町
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う
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事
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住
民
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祉
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や
産
業
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育
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興
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岐
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。
こ
れ
ら
通

常
の
業
務
に
関
し
て
処
理
す
る

も
の
を
一
般
会
計
、
国
民
健
康

保
険
や
介
護
保
険
等
の
特
定
の

目
的
の
た
め
一
般
会
計
と
は
区

別
し
て
別
個
に
処
理
す
る
も
の
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計
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。
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般
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計
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成
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度
の
一
般
会
計
決

算
は
、
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入
93
億
４
９
８
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万

円
（
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度
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出
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９
８
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比
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０
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増
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前
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度
実
質
収
支
額
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△
２
億
４
０
４
８
万
９
千
円

に
、
黒
字
要
素
（
財
政
調
整

基
金
積
立
額
１
億
32
万
８
千

円
お
よ
び
町
債
繰
上
償
還
額

２
億
１
２
９
５
万
４
千
円
）
や

赤
字
要
素
（
財
政
調
整
基
金
取

崩
額
２
億
３
２
９
３
万
５
千

円
）
を
加
減
し
た
実
質

単
年
度
収
支
額
は
、
△

１
億
６
０
１
４
万
２
千
円
の
赤

字
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

震
災
で
被
災
し
た
庁
舎
建
設
工

事
に
伴
う
特
殊
事
情
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よ
る
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の
で
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。

≪一般会計決算収支の状況≫
①歳入　　　　　　　　　　　　　　
②歳出　　　　　　　　　　　　　　
③差引（①－②）　　　　　　　　　　
④翌年度に繰越すべき財源　　　　　　
⑤実質収支（③－④）　　　　　　　　
⑥単年度収支（⑤－前年度実質収支）　　　　　　　　　　　
⑦町債繰上償還　　　　　　　　　　　
⑧財政調整基金積立金　　　　　　　　
⑨財政調整基金取崩額　　　　　　　　
⑩実質単年度収支（⑥＋⑦＋⑧－⑨）

　93 億 4,981 万 0 千円
　86 億 9,841 万 0 千円
　  6 億 5,140 万 0 千円
 　 3 億 5,295 万 4 千円
　  2 億 9,844 万 6 千円
 △ 2 億 4,048 万 9 千円
 　 2 億 1,295 万 4 千円
　  1 億　  32 万 8 千円
  　2 億 3,293 万 5 千円
△ 1 億 6,014 万 2 千円

福島県および日赤の補助金を活用して整備した
「くにみももたん広場」

年度 歳出決算額（うち復旧復興分）
平成 21 年度 4,120,057 千円（　   　　0 千円）
平成 22 年度 4,314,731 千円（　　   　0 千円）
平成 23 年度 6,161,851 千円（1,538,912 千円）
平成 24 年度 6,124,153 千円（1,751,309 千円）
平成 25 年度 8,698,410 千円（4,046,279 千円）

≪歳出決算額の推移≫

　 一 般 会 計 の 歳 入 で 最 も 高 い
31.6％を占める地方交付税は、県
や市町村が一定の行政水準を保つ
ため、地方の固有の財源として国
から交付されるもので、その財源
には所得税や法人税・酒税等が充
てられています。次に多いのが県
支出金 27.6％（うち除染対策事
業交付金 21.5％）で、補助対象
事業ごとに制度に基づき申請し交
付を受けています。３番目は、各
種事業の財源として借入れた町債
で 9.4％を占めています。町債は
後年度にその元利償還金の一部が
地方交付税として交付されるもの
を活用し、町の財政負担の軽減を
図っています。４番目は、町民税
や固定資産税、軽自動車税、たば
こ税など町民の皆さんに納めてい
ただいた町税で 9.3％を占めてい
ます。歳入の内訳表（グラフ）は
右記のとおりです。

≪歳入 93億 4,981 万円≫

県支出金
2,579,129 千円

（27.6%）

地方交付税
2,958,428 千円

（31.6%）

町債
877,608 千円

（9.4%）

町税
872,560 千円

（9.3%）

繰越金
682,434 千円

（7.3%）

国庫支出金
392,954 千円

（4.2%）

地方特例交付金
3,411 千円

（0.0%）

分担金及び負担金
9,322 千円

（0.1%）

使用料及び手数料
109,473 千円

（1.2%）

繰入金
465,013 千円

（5.0%）

地方譲与税 57,815 千円（0.6%）、利子割交付金 1,996 千円（0.0%）、
配当割交付金 2,606 千円（0.0%）、株式等譲渡所得割交付金 3,512 千円（0.0%）、
地方消費税交付金 79,339 千円（0.8%）、自動車取得税交付金 15,864 千円（0.2%）、
交通安全対策特別交付金 1,240 千円（0.0%）

財産収入
31,692 千円

（0.3%）
寄附金
5,227 千円

（0.1%）

諸収入
200,187 千円

（2.1%）

　歳出の内訳は、割合の多い順に、民生費、
災害復旧費、総務費、教育費、衛生費、公債
費、土木費、農林水産業費、消防費、議会費、
商工費、労働費となり、総額では平成 24 年
度に比較して 42.0％の増となりました。
　民生費は、全体の 32.9％を占め、児童や
老人福祉等の経費以外に 17 億 6 千万円強の
災害救助費（民地の除染経費）も含んでいま
す。災害復旧費は、東日本大震災で被災した
庁舎建設事業 13 億円強が計上され、大幅な
増加となりました。また、人事や企画、税務
事務等に係る総務費、社会教育施設の改修等
に係る教育費、保健衛生対策や伊達地方衛生
処理組合負担金および公立藤田病院負担金等
の経費を含む衛生費も大きな割合を占めてい
ます。
　今後も数年間は、復旧復興に向けた各種事
業の展開（特に除染事業）により、決算規模
が増加することが予想されます。歳出の内訳
表（グラフ）は左記のとおりです。
　なお、歳出については、性質別（人件費、
物件費、扶助費、補助費等、普通建設事業費、
公債費等）にも区分けできます。

議会費
80,710 千円

（0.9%）

総務費
818,072 千円

（9.4%）

民生費
2,858,869 千円

（32.9%）

労働費
73,882 千円

（0.8%）

農林水産業費
355,079 千円

（4.1%）

災害復旧費
1,692,513 千円

（19.5%）

消防費
205,449 千円

（2.4%） 衛生費
754,727 千円

（8.7%）

公債費
582,158 千円

（6.7%）

教育費
760,112 千円

（8.7%）

商工費
75,228 千円

（0.9%）

土木費
441,611 千円

（5.1%）

≪歳出 86億 9,841 万円≫
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≪平成２５年度主な事業≫
「地域の資源（たから）を活かし、

         自然と調和したまち」づくり
①太陽光発電設備等推進事業　　　 491 万 7 千円
②デマンド型乗合タクシー
　運営補助事業　　　　　　　　　　　818 万 6 千円
③林業振興事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5,162 万 3 千円
④林道整備・維持管理事業　　　　　　　　　1,113 万 5 千円
⑤農業用水整備・維持管理事業　　　　　　　　　　　　3,230 万 3 千円
⑥災害復旧事業　　　　　　　　 　　2,841 万 0 千円
⑦町営住宅整備・維持管理事業　　　　　　2,699 万 8 千円
⑧都市計画事業　 　2,248 万 2 千円
⑨仮設住宅維持管理事業　　　　　　　　　　　　　　　　199 万 2 千円
⑩町道維持管理事業　　　　　　　　　　　　　　8,946 万４千円
⑪町道整備事業　　 　　5,985 万 3 千円
⑫交流の広場整備事業　　　　 　　　4,887 万 6 千円
⑬合併処理浄化槽整備事業　　　　　　858 万 9 千円
⑭除染および仮置場整備事業　　　　　20 億 4,866 万 7 千円

「互いに支え合い、
　　安心して暮らせるまち」づくり

①消防施設維持管理事業　　　　　　　　　　　　358 万 7 千円
②防災訓練事業　　　　　　　　　　 114 万 1 千円
③健（検）診事業　　　　　　　　　　　　　　　1,553 万 8 千円
④予防接種事業　　　　　　　　　　　　　　　1,669 万 8 千円
⑤放射線対策健康管理事業　　　　　　　　1,686 万 5 千円
⑥障がい者福祉事業　　　　　　　　　　　　　　1 億 4,936 万 5 千円
⑦敬老会事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　304 万 5 千円
⑧高齢者いきいきサロン
　交流事業　　　　 305 万 2 千円
⑨生きがいデイサービス事業　　 568 万 5 千円
⑩防火水槽整備事業　　　　　　　　　847 万 4 千円
⑪くにみももたん広場事業　　　　 5,084 万 8 千円
⑫預かり保育事業
　（くにみ幼稚園）　　 1,777 万 5 千円
⑬子どもクラブ事業
　（国見小学校）　 1,830 万 2 千円
⑭太陽光発電設備導入事業
　（公共施設 3 箇所） 8,058 万 8 千円

「生きがいをもって、いつまでも
        楽しく働けるまち」づくり

①果樹改植事業　　　　　　　　　　　　　4,103 万 2 千円
②放射性物質吸収抑制対策事業　　　　　　　　　　7,559 万 9 千円
③あんぽ柿加工再開事業

（町事業分）　　　　　　　　　 52 万 7 千円
④明日へ。復興・きずなイルミ
ネーション事業　 847 万 1 千円
⑤農地整備事業

（貝田ほ場整備事業等）　　　　　　　　　　　　　　　　1,060 万 9 千円
⑥道路施設巡視維持管理事業　　　 191 万 1 千円

「あたたかく助けあう
　　自主自立のまち」づくり

「地域の資源（たから）を受け継ぎ、
   　心豊かな人を育むまち」づくり

①国見小学校校舎外壁改修事業　　　　　3,873 万 2 千円
②国見小学校遊具整備事業　　　　　　　2,836 万 0 千円
③県北中学校プール改修事業　　　　1 億　399 万 2 千円
④給食センター運営・
　維持管理事業　　　　　　　 8,573 万 1 千円
⑤芸術文化振興事業　　　　　　　　 529 万 8 千円
⑥町文化財保護事業　　　　　　　　　　1,494 万 5 千円
⑦観月台文化センター
　維持管理事業　　　 4,834 万 3 千円
⑧中央施設維持管理事業　　　　　　　　　　　　　953 万 7 千円
⑨社会体育施設維持管理事業　　　　　　　2,177 万 0 千円

①庁舎建設事業　　　　　　　　　　13 億 1,505 万 8 千円
②文書管理事業　　　　　　　　 2,588 万 4 千円
③国見町まちづくり推進
　協議会補助事業　　 1,144 万 0 千円
④戸籍住民基本台帳管理事業　　　　　　　　　　1,056 万 6 千円
⑤女性 100 人応援団ツアー事業　　　　　920 万 1 千円

≪財産≫
　◎土地　　：　1,173,501㎡
　◎建物　　：　　 56,825㎡
　◎山林　　：　3,015,904㎡
　◎動産　　：渇水対策施設用送水管 7,100 ｍ及びポンプ５基
　◎有価証券：　　   646 万円（  4 件）
　◎出資金等：10 億 568 万円（21 件）
　◎物品　　：自動車 25 台、消防ポンプ車等 14 台、ピアノ・彫塑等 29 台 ( 基 )
　◎債権　　：   1 億 3,354 万 6 千円（奨学金貸付金等 5 債権）
　◎基金　　：20 億 1,785 万 4 千円（16 基金）

　町の財産は、
土地、建物、
山林、出資金、
基金、物品等
があります。
平成 25 年度末
の残高は右記
のとおりです。　

　「地方公共団体の財政の
健全化に関する法律」に
基づき、「健全化判断比率

（実質赤字比率、連結実質
赤字比率、実質公債費比
率、将来負担比率）」およ
び公営企業に係る「資金
不足比率」の公表が義務
付けられました。これら
の指標は、今まで公表さ
れなかった内容も指数化
し財政状況の悪化を早い
段階で見極め、財政破綻
となる前に対応を行うた
めのものです。国見町は
いずれの指標も基準の範
囲内となっています。詳
細は、右記のとおりです。

≪各種の財政政指標≫
区　　　分 平成 23 年度 平成 24 年度 平成 25 年度

経常収支比率（%） 82.6 80.7 79.1

健全化判断比率

実質赤字比率（%） － － －
連結実質赤字比率（%） － － －
実質公債費比率（%） 12.9 　11.1 　10.0
将来負担比率（%） 85.2 　78.3 　77.4

資金不足比率
水道事業会計（%） － － －
公共下水道事業特別会計（%） － － －
土地開発事業特別会計（%） － － －

一般会計の地方債現在高（千円） 5,139,298 5,108,751 5,478,726
一般会計の積立金現在高（千円） 1,333,955 1,533,478 1,388,096

財政調整基金（千円） 804,228 963,327 830,719
その他基金（千円） 529,727 570,151 557,377

※実質赤字額又は連結実質赤字額がない場合は「－」を記載しています。資金
不足比率が算定されない場合も「－」を記載しています。

特別会計決算
　国見町には議会を持つ
石母田財産区一般会計を
除 き、9 つ の 特 別 会 計 が
あります。特別会計の決
算合計額（財産区、水道
事業除く）は、歳入 29 億
558 万 3 千円、歳出は 27
億 7,453 万 1 千 円 で、 差
引 1 億 3,105 万 1 千 円 と
なり、それぞれの決算額
は右記のとおりです。
　公営企業である水道事
業会計では、原発事故以
降も安全で良質な水道水
の安定供給に努めるとと
もに、経費の節減、経営
の合理化を図ったことに
より、当期純利益が 1,925
万 2 千円となり、前年度
繰越利益剰余金を処理し
た当年度未処分利益剰余
金 は 2,041 万 9 千 円 と な
りました。

会計名 歳入 歳出 差引額
大木戸財産区 167 139 27

入山財産区 210 136 74
石母田財産区 1,115 1,019 96

※差引額の不一致は端数処理によるもの。
※石母田財産区については、財産区議会で認定するもの。

平成 25 年度　各財産区会計決算

会計名 歳入 歳出 差引額
山長育英財産管理 3,277 3,277 0

公共下水道事業 398,989 357,386 41,603
後期高齢者医療 98,961 98,732 229

国民健康保険 1,370,038 1,294,771 75,266
介護保険（保険事業勘定） 996,052 985,237 10,815

介護保険（サービス事業勘定） 3,428 2,816 612
土地開発事業 28,131 25,889 2,242
渇水対策施設 6,707 6,423 284

※差引額の不一致は端数処理によるもの。

平成 25 年度　各特別会計決算

会計名 歳入 歳出
収益的収支 269,964 249,006
資本的収支 32,250 56,026

当期純利益　19,252 千円（税抜）

平成 25 年度　水道事業会計決算

（単位：千円）

（単位：千円）

（単位：千円）
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農業委員会の動き

　10 月の農業委員会定例総会は次のとおりです。傍
聴においでください。
　・日時　　10 月 20 日月　午後 1 時 30 分
　・場所　　観月台文化センター大研修室

　9 月 22 日定例総会が開催され、次のとおり
確認されました。

・農地所有権移転 1 件
・農地転用（市街化区域） 2 件
・農地利用集積計画の決定

地
域
で
考
え
る
農
作
物
へ
の
鳥
獣
被
害
対
策

専
門
家
に
よ
る
講
習
会
を
開
催

　

国
見
町
は
８
月
30
日
、
野
生

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害

を
防
止
す
る
た
め
の
講
習
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
講
師
は
、
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
農

産
物
へ
の
鳥
獣
被
害
対
策
を
専

門
に
担
当
し
て
い
る
木
幡
栄
子

主
任
研
究
員
。

　

講
習
会
は
座
学
と
実
習
の
２

部
構
成
で
行
わ
れ
、
座
学
は
イ

ノ
シ
シ
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ニ

ホ
ン
ザ
ル
、
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど

の
生
態
、
特
徴
、
打
ち
上
げ
花

火
を
使
っ
た
追
い
払
い
方
法
の

講
義
、
実
習
は
被
害
が
多
発
し

て
い
る
地
区
の
畑
で
、
電
気
柵

を
使
っ
た
実
地
講
習
で
し
た
。

　

木
幡
主
任
研
究
員
は
、
①
耕

作
放
棄
地
を
す
み
か
に
、
放
置

さ
れ
た
農
作
物
を
エ
サ
と
認
識

し
て
い
る
。「
農
地
や
農
作
物

の
管
理
を
怠
っ
て
い
る
人
間

が
、
集
落
全
体
で
餌
付
け
し
て

い
る
の
と
同
じ
」
殺
処
分
の
数

を
増
や
し
て
も
個
体
数
は
減
ら

な
い　

②
イ
ノ
シ
シ
の
移
動
範

囲
は
、
せ
い
ぜ
い
10
㎞
程
度
。

浜
通
り
の
イ
ノ
シ
シ
が
国
見
町

に
来
る
こ
と
は
な
い
。
数
が
増

え
た
理
由
は
、
エ
サ
と
な
る
農

作
物
が
豊
富
で
子
ど
も
が
餓
死

し
な
い
た
め
。　

③
最
近
の
イ

ノ
シ
シ
は
年
２
回
出
産
す
る
と

い
う
話
は
誤
り
。
生
態
学
上
あ

り
得
な
い　

④
花
火
で
の
追
い

上
げ
や
追
い
払
い
は
、
鳥
獣
の

活
動
時
間
や
ル
ー
ト
を
確
認

し
、
複
数
人
で
行
う
こ
と　

⑤

個
人
対
応
に
は
限
界
あ
り
。
地

域
全
体
で
考
え
る
べ
き
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
参
加
し
た
の
は
、
町

民
の
他
に
町
鳥
獣
被
害
実
施
隊

員
、
伊
達
農
業
普
及
所
職
員
な

ど
約
40
人
。
参
加
し
た
農
家
は

「
耕
作
放
棄
地
や
放
置
さ
れ
た

農
作
物
で
、
集
落
全
体
で
餌
付

け
し
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
と

聞
い
て
、
農
作
物
被
害
を
発
生

さ
せ
て
い
る
の
は
我
々
人
間
な

の
だ
と
思
っ
た
。
地
域
で
話
し

合
っ
て
対
策
を
考
え
た
い
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
合
意
形
成
が
さ
れ

た
地
域
か
ら
、
国
の
補
助
事
業

導
入
を
進
め
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　　◆問い合わせ　農業委員会　☎ 585-2890　

農地パトロール実施中
　国見町農業委員会では、9 月から 12 月を農地パト
ロール月間として、農地パトロール（利用状況調査）
を実施しています。この調査は、改正農地法の規定
に基づくもので、農業委員会は、毎年１回、その区
域内にある農地の利用の状況についての調査を行い
ます。
　この期間内、町の農業委員や調査関係者が、調査
のため皆様の農地に立ち入ることがあります。ご理
解とご協力をお願いいたします。

農業委員会からのお知らせ

木幡栄子主任研究員によるわなの講習

～特設行政相談所を開設します～
日時　10 月 22 日水　午前 10 時から午後 3 時
会場　観月台文化センター　2 階第 1 会議室
　行政相談委員の羽根田ヒサさん（☎ 585-4740）が、役所（国・県・町）の仕事に関して、
困っていること、心配ごと、分からないこと、要望したいこと等について相談に応じ、
その解決をお手伝いします。
　普段は電話で相談を受け付けていますが、行政相談週間「10 月 20 日月から 26 日日」
にちなみ特設相談所を開設します。
　今年の相談所は、困りごと相談を受けている「民生・児童委員」、いじめや虐待など
の悩みや困りごとに関する人権相談を受けている「人権擁護委員」、また町が開設して
いる「町民相談室」との合同で相談所を設けますので、お気軽に相談にお越しください。

　　　　　　　　　　　　　　　　◆問い合わせ　総務課庶務係　☎ 585-2111

福島県知事選挙は 
10 月 26 日日

県の復興・再生に向けた大変重要な選挙です。投票に行きましょう！
期日前投票は、10 月 10 日金から 10 月 25 日土まで（午前 8 時 30 分から午
後 8 時）観月台文化センターホール棟ロビーで実施しています。

投票時間　午前 7 時から午後 6 時まで
投票所　　藤　田　観月台文化センター

　　　　　小　坂　小坂農村総合管理センター

　　　　　森江野　森江野町民センター

　　　　　大木戸　大木戸ふれあいセンター

　　　　　大　枝　国見東部高齢者等活性化センター

◆問い合わせ
　選挙管理委員会事務局
　☎ 585-2111

「期日前投票制度」
とは ？？

　選挙は、選挙期日（投票日）に投票
所において投票することを原則とし
ていますが、期日前投票制度は、選
挙期日前であっても、選挙期日と同
じく投票を行うことができる仕組み
です。
　なお、投票所で宣誓書に署名が必
要となります。　
　制度を利用して、棄権することな
く、投票に行きましょう！！　

10/26
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　町では、平成 27 年度のくにみ幼稚園、藤田保育所の入園（所）児童の募集を行います。入園（所）
を希望される方は申込みください。なお、各施設ごとの事業内容等については下記の表をご覧ください。

平成 27 年度各施設の事業内容

くにみ幼稚園 &
　　　藤田保育所

入園（所）児を募集します

くにみ幼稚園 藤田保育所

設置の目的
・学校教育法に基づき、幼児を保育しそ
の心身の発達を助長することを目的とす
る施設。

・児童福祉法に基づき、保護者の就労等
で保育を必要とする乳幼児を保育するこ
とを目的とする施設。

設置場所 国見町大字森山字太田川 36 国見町大字山崎字舘東 12

入園（所）対象年齢
・3 歳児から 5 歳児

（平成 21 年 4 月 2 日から平成 24 年 4 月
1 日生まれ）

・0 歳児（生後 2 ヶ月後）から 2 歳児
（平成 24 年 4 月 2 日以降生まれ）

※ 3 歳児から 5 歳児は要相談

入園（所）日
および

開園（所）日

・月曜日から金曜日
午前 8 時 10 分から午後 1 時 30 分

（祝祭日、年末年始は休み。夏・冬・春休
みあり。）

〔年間約 200 日開園〕
・必要に応じて、預かり保育（午前 7 時
から午前 8 時 10 分、午後 1 時 30 分から
午後 7 時 30 分）を実施しています。（平日・
土曜日・夏・冬・春休み）

・月曜日から土曜日
午前 7 時 30 分から午後 6 時 30 分

（祝祭日、年末年始は休み）
〔年間約 290 日開園〕
・必要に応じて、延長保育（午前 7 時か
ら 7 時 30 分、午後 6 時 30 分から午後 7
時 30 分）を実施しています。（開所日全日）

入園（所）対象地区 ・町内全地区 ・町内全地区

平成 26 年度保育料
（参考）

※平成 27 年度の保育
料は、新制度の導入
により見直されます。

・月額 5,700 円
保育料の他に教材費、給食費等月額 5,000
円程度

・預かり保育を利用する場合は、おやつ
等の実費負担の他、課税状況に応じ利用
料がかかります。

・年齢及び所得に応じ
0 円から 35,000 円（給食費は含まれてい
ます。）

・延長保育を利用する場合は別途利用料
がかかります。

・国見町乳幼児育成支援条例の規定により、小学校就学前の児童が 3 人以上いるご家
庭の場合、幼稚園、保育所いずれの施設に入園（所）しても、第 2 子のお子さんの
保育料が半額、第 3 子以降のお子さんの保育料は無料となります。

入園（所）等の条件 ・預かり保育の利用は、両親が共働き等
保育が必要と認められる場合。

・両親が共働き等で保育が必要と認めら
れる場合。

入園（所）申込み
の期間等

・平成 27 年度の入園（所）児の申込み期間は、平成 26 年 11 月 4 日火から 11 月 14
　日金（土・日を除く）です。詳細については、各施設の平成 27 年度募集要項をご
覧ください。募集要項は、以下の問い合わせ先に準備してあります。

申込み
および

問い合わせ

・国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　　　　　   ☎ 585-2119

・くにみ幼稚園　　　　☎ 585-2882

・国見町教育委員会幼児教育課
　　　　　　　　　　　   ☎ 585-2119

・藤田保育所　　　　　　☎ 585-2374

平成２７年４月から新しい制度に変わります
～子ども・子育て支援制度～

◆新制度で何が変わる。
　①教育や保育の必要量の認定制度が導入されます。幼稚園や保育所を利用する場合には、必要量の認定を受
　　ける必要がありますので、入園（所）申込みと併せて申請してください。
　　詳細については、かいらん等でお知らせします。
　②保育料について、幼稚園・保育所ともに保護者の所得に応じて算定されるようになります。

※新制度により、保護者の所得に応じた保育料になります。

国見町幼小中一貫教育推進事業

きらきら笑顔！はばたけ翼！明るい未来へ！
子どもたちの夢と希望をふくらませ、学校・家庭・地域が一体となった教育を推進します。

期日　★第 1 部・第 2 部　10 月 31 日（金）

第１部　幼小中連携事業

◎歌のお姉さんの

　　　　　　ゆかいなコンサート
　時間　午前 10 時から午前 11 時

　場所　森江野第 2 体育館

　対象　幼稚園全園児

◎絵本作家　あべ弘
ひ ろ し

士さんのお話
　　「地球はどうぶつでいっぱい」
　時間　午前 10 時 30 分から午前 11 時 50 分

　場所　国見小体育館

　対象　小学校全児童

◎絵本作家　長
さ が わ よ し ふ み

谷川義史さん講演会
　　「へいわってすてきだね」
　時間　午前 10 時 20 分から午前 11 時 40 分

　場所　県北中体育館

　対象　中学校全生徒

第 2 部　幼小中交流事業

「きらきら笑顔！
　　　　はばたけ翼 ! 明るい未来へ！」
　時間：午後１時３０分～３時００分　　　

　場所：国見小体育館

　対象：幼稚園年長児　小学校全児童　

　　　　中学校全生徒　保護者等

○幼小中交流活動　ビックアート作成 ( 各教室 )

　　　　　　　　　・披露 ( 体育館 )

○ステージ発表　　幼稚園児、小学校児童、

　　　　　　　　　中学校生徒　

第 3 部　学校・家庭
・地域連携事業

★第 3 部   11 月 1 日（土）

◆ 問い合わせ 
 教育委員会学校教育課 
☎ 585-2892

○家読推進プロジェクト代表　佐
さがわつぐすけ

川二亮さん講演会

　　「家族で読みニケーション  ～家
うちどく

読で深める家族の絆～」

　時間：午前１０時００分〜 １１時３０分（開場午前９時３０分）

　場所：国見町観月台文化センター　大研修室

　対象：幼稚園・小学校・中学校の全保護者、全教職員、地域住民等
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　今年度第２回目のファイナンシャ
ルプランナーによる「納税相談会」
を実施します。
　５月に開催した上記相談会では、
６人の方から相談があり、生活再建
のために効果的な提案をいただき、
実りある相談会となりました。
　ファイナンシャルプランナーと
は、家計や経営の相談役として、み
なさんの収入・支出・資産・債務・
保険の保障内容などをうかがい、「ど
こかに無駄はないか」「より良いお
金の使い方はないか」をみなさんと
ともに考え、アドバイスをくださる
方です。
　相談会では、相談内容をもとに家
計診断をし、借入金・過払い金・保険・
年金等、税に限らず生活改善のため
の提案をさせていただくことで、家
計全般の見直しができます。
　町ではみなさんと一緒に解決方法
を考えていきますので、一人で悩ま
ず、まずはご連絡ください。

◆日時　10 月 25 日土　
　　　　午前 9 時から午後 4 時
◆会場　観月台文化センター
　　　　２階　「第２会議室」
◆相談員　ファイナンシャルプラン
　　　　　ナー　遠藤明彦さん
◆申込定員　6 名程度
　　　　　　（相談時間 1 人　50 分）
※ご希望の方は、事前予約（先着順）
をお願いします。電話予約も受付し
ます。
◆問い合わせ　税務課収納係　
　　　　　　　☎ 585 ‐ 2780

ファイナンシャル
プランナーによる

「納税相談会」
のお知らせ

10/19 各地区
防災訓練が行われます

　10 月 19 日 日、
国見町各地区にお
いて防災訓練が行
われます。
　今年度は各地区
ごとの開催となり
ますので、地区別
各戸配付チラシを
ご覧いただき、各
地区防災訓練への
参加をお願いいた
します。

平成 25 年度防災訓練

9/5 祝ももたん広場
　　1 周年

　屋内遊び場「くにみももたん広場」がグランドオープンしてか
ら一周年を迎え、記念セレモニーが行われました。
　セレモニーでは太田久雄町長と町関係者、くにみ幼稚園の代表園
児がくす玉を割りました。また国見町マスコットキャラクターくに
みももたん、福島県のキビタン、桑折町のホタピーも駆け付け式典
を盛り上げました。園児たちはキャラクターたちと触れ合い、式終
了後にはキビタン体操を元気いっぱい踊り、ももたん広場には園児
たちの明るい声が響きわたりました。

町指定史跡「岩淵遺跡」の
復原住居改修工事のおしらせ

　昭和 49 年に竪穴住居が復原された岩淵遺跡は、縄文時代の
生活を知る学習などに活用されてきましたが、劣化が進み現
在は、住居内部を見学できない状況です。
そこで、復原住居の改修工事を実施しますので、工事中は、
大変ご迷惑をおかけいたしますが、ご理解とご協力をお願い
します。
■工事期間　10 月下旬から 12 月下旬　※予定
■ 工事場所　国見町大字高城字岩淵地内
◆問い合わせ　生涯学習課☎ 585-2676

平成 27年国見町成人式
【期　日】　平成 27 年 1 月 11 日日
【日　程】　受付 　 午後 0 時 30 分

　　　　　式典　  午後 1 時 30 分
　　　　　記念パーティ　午後 2 時 40 分から午後 3 時 30 分

【会　場】　観月台文化センター　大研修室
【該当者】　平成 6 年 4 月 2 日から平成 7 年 4 月 1 日までに生まれた町内在住者

※町外在住者で出席を希望される方は、教育委員会生涯学習課にお申込みください。
【内　容】　式典では、成人証書と記念品の贈呈があります。式典後には、記念写真

撮影や記念パーティーを行う予定です。詳しくは、12 月上旬に該当者宛てに送付さ
れる案内状をご覧ください。
◆問い合わせ　生涯学習課（観月台文化センター内）☎ 585-2676

新成人名簿（9 月 17 日現在）敬称略
平成 26 年 1 月
成人式での様子

赤坂　勇太 齋藤　天馬 仲野　裕太 荒川　菜々 齋藤　尚実 宗川　莉紗
安孫子良太 齋藤　佑亮 中山　史隆 安藤　優花 齋藤　　睦 高原めぐみ
阿部　晃平 佐久間謙介 沼田　祐基 安藤　　澪 酒井　理子 武田　胡桃
阿部　修晟 佐久間政友 長谷川孝則 石川満里奈 榊枝　　咲 武田　雅美
安藤　大矩 佐藤　高夫 長谷川　浩 石倉　真紀 佐久間結衣 長尾　未悠
井内　拓弥 佐藤　　匠 古内　清太 井上　颯希 佐藤　礼菜 西坂幸歩也
石澤　奨摩 佐藤　俊彰 本田　敏規 岡崎はるか 佐藤　杏奈 野村　知里
遠藤　一輝 佐藤　知明 松浦　慎治 奥村　美沙 佐藤可奈子 久田あかり
遠藤　和之 佐藤　知也 松浦　慶輝 笠松　　栞 佐藤　星香 舟山奈津美
大貫　秀人 佐藤　広章 松田　裕暉 菅野　慈佳 佐藤　美雪 松浦　晃子
忍　　一樹 宍戸　弘樹 村上　博昭 小池菜々海 清水　美和 村上　奈加
神田　裕基 鈴木　　笙 谷津　朋征 小坂　彩佳 鈴木　麻衣 渡邊　春菜
菅野　允人 鈴木　俊大 山田　長俊 後藤　香織 関　　綾乃 女性 38 人
菊地　拓真 清野　容平 吉田　圭吾
菊地　　充 高橋　広弥 吉田　友和
木村　晃生 武田　健児 若生　瑞起 合計 88 人
齋藤　琢磨 田島　和也 男性 50 人
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秋の
全国交通
安全運動

　9 月 19 日、秋の全国交通安全運動の出動式が、福島北
警察署桑折分庁舎で行われました。
　毎年 9 月以降は飲酒運転や夕暮れ・夜間における交通
事故が増加することから、桑折地区の交通安全関係団体
が一堂に集まり、交通事故防止を啓発する目的で行われ
ました。
　出動式後は、国見町にあるハシドラック国見店とコー
プマート福島国見店で交通安全協会や交通安全母の会の
皆さんが、来店者 1 人、1 人に声をかけながら、交通事
故防止を呼び掛けました。
　運動期間中、広報車から流れる声は、国見小学校 6 年
生の代表 6 人のものです。期間中児童の元気な声が交通
安全を呼び掛けます。

広報用音源に協力した国見小学校 6 年生（左より八
島空斗さんと内村愛珠さん）に記念品の贈呈

ハシドラックで交通事故防止啓発

町民ウォーキング
大会＆

ひまわりのつどい
　10 月 5 日、「秋の町民ウォーキング大会」と「こころを
紡ぐひまわりのつどい」が観月台文化センターを中心とし
て開催されました。
　第 1 部ウォーキング大会には、今回のコースが街中で距
離が短い事もあり、4 歳から 80 歳と幅広い年齢の方約 100
人が参加しました。子どもたちの参加も多く和やかな雰囲
気の中、街中を歩くことができました。
　第２部のひまわりのつどいは町体育協会主催の復興支援
事業で、今回で 4 回目をむかえます。ウォーキング参加者
や３B 体操、健康体操、ニューファンタスティックジャズ
オーケストラなどの約 200 人の参加者が曲に合わせ踊った
り、音楽を楽しみ、体も心も癒される機会となりました。
　最後には来場者みんなに当たる抽選会も行われ、会場の
あちらこちらで歓声が上がっていました。　

1

2

3

1子どもたち　
日頃の成果　発
揮する
2みんなで踊っ
て「えがお」
3運動は体と心
のビタミン剤

自主的除染に係る
費用の賠償について

　東京電力（株）では、平成 23 年 3 月
11 日から平成 24 年 9 月 30 日までの間
に、地方公共団体等による除染によら
ず、自ら所有する住宅等の除染作業（自
主的除染）にかかる費用を賠償するこ
とを発表しました。
主な内容
　①平成 23 年 3 月 11 日から平成 24
　　年 9 月 30 日までに行ったもの
　②原状回復の部分で合理的な範囲

　詳しくは下記に問い合わせください。

◆東京電力福島原子力補償相談室
　（コールセンター）
　電話：0120-926-404
　（午前 9 時から　午後 9 時：年中無休）
◆自主的除染に係る費用の賠償につい
　て（東京電力のホームページ）
　http:www.tepco.co.jp/cc/　
　press/2014/1242022_5851.html

　　作業に協力いただいた東北芸術工科大学の５人の学生のみなさん　

方　部
平成 26 年度計画分 平成 25

年度
実施分

除染完了
合　　計事前モニ

タリング
除　染
着　手

除　染
完　了

藤田方部 486 件 342 件 280 件 360 件 640 件
小坂方部  - 件 -  件 - 件 310 件 310 件
森江野方部 191 件 69 件 39 件 190 件 229 件
大木戸方部 162 件 145 件 138 件 60 件 198 件
大枝方部 68 件 67 件 63 件 129 件 192 件

合　計 907 件 623 件 520 件 1,049 件 1,569 件

住宅除染の進捗状況
　 住宅除染の実施状況をお知らせします。（10 月 1 日現在）

　住宅除染は、平成 25 年度から平成 27 年度の 3 か年の計画で
町内全戸を実施することとしていることから、年度間にまたがっ
て実施しているところでありますが、平成 25 年度分は 1,049 件
と確定し、平成 26 年度分は 1,500 件を目標に取り組んでおり、
10 月 1 日現在として 520 件が完了しているところです。
　従って除染完了件数は、平成 25 年度の完了件数 1,049 件と平
成 26 年度の完了件数 520 件をプラスした 1,569 件となります。
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た
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●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊乳児健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

・3 か月児（平成 26 年 8 月生まれ）
・9 か月児（平成 26 年 2 月生まれ）

12 月 25 日木
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 45 分

観月台文化センター
第 1 和室

【健診内容】　医師の指導、身体測定、調乳、離乳、予防接種などについて
　　　　　　9 ヵ月児は、歯科衛生士による歯に関するお話も予定しています。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

＊＊＊ニコニコ相談会＊＊＊
対象者 実施日 実施時間 会場

国見町在住の妊婦
国見町在住の乳幼児及びその保護者

12 月 17 日水
午前 10 時から　　
　　午前 11 時 30 分

子育て支援センター
（藤田保育所内）

【実施内容】　身体計測、栄養相談、子育て相談等について保健師、栄養士がお待ちしております。
《持参するもの》　母子健康手帳、お子さんの飲み物（水筒にいれて）を忘れずに！
《申し込み方法》　前日まで保健福祉課または藤田保育所（☎ 585-2374）に電話でお申し込みください。　　　　　

●　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　　　　　　　 　　●

＊＊＊ 1 歳 6 か月健診＊＊＊
該当児 実施日 受付時間 会場

平成 25 年 3 月 10 日から
平成 25 年 6 月 15 日生まれの幼児

12 月 16 日火
午後 1 時 15 分から
　　午後 1 時 30 分

小坂総合農村
管理センター

【健診内容】　内科と歯科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実地します。

　　　　　　心理判定員による相談・指導・子育てに関する不安や悩み等、
　　　　　　お気軽にご相談ください。
　　　　　　栄養指導（おやつの試食）もあります。
　　　　　　健診該当者には後日健診票を郵送します。

《持参するもの》　母子健康手帳を忘れずに！　　　　　

~ ガラスバッジの回収についてのお知らせ ~

回収日は 10 月 31 日金
です。

10 月中旬に返信用封筒を送付しますのでご確認ください。

◆回収は、ガラスバッジのみです。
◆学校等での回収は行いません。保健福祉課まで届くよう、郵送又は持参してください。

　測定結果や結果報告の送付等が遅れる場合がありますので、上記回収日の提出にご協力くだ
さい。

保健福祉課　保健係　☎ 585-2783

E-mail:hoken@town.kunimi.fukushima.jp　

食育シリーズ
　町では食生活改善推進員の皆さんと栄養士が出向いて、くにみ幼稚園の子ども達を対象に食育教室を開催し
ています。９月は４回実施いたしました。

年中組　テーマ「朝ごはんの大切さについて」年長組　テーマ「バランスよく食べよう」

健康コラム バランスよく、みのりの秋を食べよう

　「医食同源」という言葉があるように、毎日の食事が私たちの体をつくり、どんな食事をとるかで心と体の
健康状態は変わってきます。できるだけさまざまな種類の食材を、腹八分目でいただくようにすると、自然と
栄養のバランスがとれます。みのりの秋、旬のさまざまな食材をおいしくいただきましょう。

１． 赤 ・緑 ・黄 ・白 ・黒の彩りを
　食卓に赤・緑・黄・白・黒すべての色がそろうよ
うにすると自然とバランスがよくなります。

２． 主食 ・主菜 ・副菜をそろえる
　主食・主菜・副菜を必ずそろえましょう。一汁三菜

（汁物＋主菜１皿＋副菜２皿）の和食スタイルに果物
（１日みかん２個相当）を加えるとよいでしょう。

３． “ばっかり” の食事にならないように
　「○○○でやせる」「△△△が高血圧に効く」といった
情報が氾濫していますが、ある食品だけ食べていただ
けでは健康にはなりません。偏りなく、さまざまな食
品を食べましょう。

健康手帳の交付について
　健康手帳は、成人の各種健（検）診結果等を記入し、健康管理のために活用するものです。交
付の対象となるのは、健康増進法に基づき 40 歳（昭和 50 年 4 月 1 日以前生）以上の方です。
交付を希望される方は保健福祉課　保健係へお問い合わせください。

赤…肉や鮭、トマトなど
緑…青菜やピーマンなどの野菜
黄…卵やさつまいも、かぼちゃなど
白…ごはんやパン、豆腐、白身の魚など
黒…きのこ類や海藻、ごまなど
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団結力で復興・絆のタスキをつなげよう！
第 38 回国見町内一周駅伝競走大会

出場チーム大募集 !!
11 月 2 日日午前 9 時スタート

◆上野台運動公園総合運動場　スタート・ゴール
　8 区間　19.0㎞
1 区 2.1㎞（石母田）・2 区 3.1㎞（小　坂）
3 区 2.4㎞（観月台）・4 区 1.8㎞（JASC：女子区間）
5 区 2.3㎞（森江野）・6 区 2.3㎞（大　枝）
7 区 2.7㎞（大木戸）・8 区 2.3㎞（上野台）

◆お申込み期限　10 月 20 日月
　コース図・申込用紙は観月台文化センター窓口で
配布しています。中学生以上の町内在住又は在勤の
方でチームを編成してお申込みください。
　もし人数が足りなくても、まずはご連絡ください !!
詳しくは、生涯学習課文化スポーツ係までお問い合
わせください。

◆申込み・問い合わせ先　生涯学習課　☎ 585-2676

第
一
回
市
町
村
対
抗

　
福
島
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

位　置 氏　　名 位　置 氏　　名 位　置 氏　　名
代　表 齋藤　幸男 投　手 宍戸　浩寿 内野手 徳江　勇二

監督兼選手 安達　雅樹 捕　手 松浦　淳一 内野手 齋藤　　奨
コーチ兼選手 木村　好彦 捕　手 古川　　満 内野手 阿部　修晟
コーチ兼選手 髙橋　裕毅 捕　手 佐藤　幸教 内野手 長谷川　浩

主　将 内村　　忠 捕　手 近野　拓哉 外野手 齋藤　幸雄
投　手 安藤　雅規 捕　手 佐藤　勇輝 外野手 高橋　真哉
投　手 千葉　春樹 内野手 木村　好彦 外野手 村上　佑貴
投　手 佐藤　大輔 内野手 菊地　智幸 外野手 八島　隆記
投　手 菅野　佑二 内野手 伊藤　真樹 外野手 佐藤　克美

	

　

今
年
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ト
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は
、
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。

　

国
見
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ー
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ら
25
人
が
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、
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出
を
目
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ま
す
。

第１回市町村対抗福島県ソフトボール大会に出場する精鋭たち

Interviews 第１回大会監督の
　　安達雅樹さんにお聞きしました。

　第 1 回市町村対抗福島県ソフトボール大会に出場することが決まり、
9 月 7 日の編成会議に選手が集まり、練習などを行ってきました。
　今回のチームは、町内チームからの選抜ですが、日頃各個人のプレー

を目にしていることもあり、個人のプレースタ
イル、癖なども考慮し試合を組み立てていきた
いと思っています。まずは、一勝。一勝の後は、
確実に優勝をめざし、チーム一丸となって頑
張っていきたいと思います。
　国見町のみなさん、ソフトボールの猛者達に
声援をよろしくお願いいたします。

出場選手

大会日程
日時　10 月 18 日土
　　　午前 11 時 30 分から
試合　対棚倉町
　　　松川浦スポーツセンター
             野球場

−プロフィール−
・代表者　高橋　豊壽
・主な活動　豊年仮装盆踊り大会、
　　　　　   小坂大運動会、ウォーキング大会

・主な活動場所　旧小坂小学校
・会員数　352 世帯
・会　費　500 円 / 年　
・連絡先　☎ 585-3377　高橋　豊壽

VOL.36

小坂地区スポーツ振興会

くにみ幼稚園
（年長組）

山田紗南

岡田輝瑠

岡田陽菜目黒怜大

　

活
気
が
あ
る
小
坂
地
区
を
支

え
て
い
る
、
小
坂
地
区
ス
ポ
ー

ツ
振
興
会
。
今
年
初
め
て
お
盆

に
小
坂
地
区
の
盆
踊
り
を
取
材

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

そ
の
時
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
の

方
の
団
結
力
に
興
味
を
持
ち
、

今
回
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

小
坂
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会

の
発
足
は
43
年
前
。
少
子
高
齢

化
が
進
む
今
、
小
坂
地
区
で
も

同
様
に
高
齢
者
が
増
え
、
若
者

が
減
少
し
て
い
ま
す
。
高
齢
者

が
元
気
に
暮
ら
す
に
は
、
体
と

心
の
健
康
が
大
切
。
ま
た
、
子

ど
も
た
ち
は
地
域
全
体
で
育
て

る
を
合
言
葉
に
、
暖
か
く
見
守

り
、
声
を
か
け
、
地
域
の
活
動

を
み
ん
な
で
取
り
組
み
、
そ
こ

か
ら
お
互
い
に
何
か
を
学
ん
で

ほ
し
い
と
の
思
い
か
ら
発
足
し

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
振
興
会
で

は
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
体
力

の
維
持
・
向
上
、
世
代
間
交
流

を
活
動
の
目
的
に
し
、
行
っ
て

い
る
そ
う
で
す
。
会
員
の
皆
さ

ん
は
「
小
坂
地
区
ス
ポ
ー
ツ
振

興
会
が
43
年
間
続
け
て
こ
ら
れ

た
の
は
、
振
興
会
の
存
在
意
義

が
地
域
に
認
め
ら
れ
、
そ
し
て

必
要
と
さ
れ
て
い
る
か
ら
続
け

て
こ
ら
れ
た
。
諸
先
輩
が
築
い

た
、
振
興
会
を
後
世
に
繋
い
で

い
き
、
地
域
の
懸
け
橋
と
し
て

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た

い
」と
話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
場
所
、
地
区
、

会
を
取
材
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
こ
こ
ま
で
地
区
が

一
つ
に
な
っ
て
活
動
し
て
い
る

サ
ー
ク
ル
は
な
い
と
思
い
ま

す
。
大
人
の
姿
を
子
ど
も
は
目

に
し
、そ
れ
が
当
然
の
よ
う
に
、

大
人
に
な
っ
て
か
ら
活
動
で
き

る
。
こ
れ
が
ま
さ
し
く
伝
統
。

活
き
た
教
材
な
ん
だ
と
感
じ
ま

し
た
。
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私たち　天才画家の　たまごです

いつもありがとうございます

　9 月 11 日、観月台文化センターで吉田博文さんに太田久雄
町長から観月台公園管理会委員の委嘱状が手交されました。
　管理会は、公園の環境整備を図り、町民の憩いの場に相応
しい公園として管理することを目的に結成され、毎月 2 回、
枯枝整理などを行っています。吉田さんは、公園内に花を植
栽するなどの活動を行っており、今後も公園を訪れた方の心
が和むような公園を目指し活動したいと話していました。

観月台公園管理会委員委嘱状交付

公園の管理をお願いします

　9 月 14 日、義経まつりの開催に合わせ穐月辰也さん（宮町
北）と武田功さん（大町南）は、名勝「義経の腰掛松」と「弁
慶の硯石」を訪れる方が気持ちよく見学できるようにと草刈
りや雑木の伐採をボランティアで行いました。2 人には、毎年
史跡景観の保全にご尽力いただいております。

史跡を訪れる方のために　
　～草刈ボランティア～

熱闘！市町村対抗野球　国見町チーム惜敗
「応援団賞」を受賞！

　9 月 14 日、第 8 回市町村対抗軟式野球大会第１回戦が県営
あづま球場で行われ、国見町代表は、只見町と対戦しました。
　試合は序盤から只見町にリードを許す厳しい展開となりま
したが、最終回に佐藤勇輝さんの三塁打を足がかりに追いつ
くなど一進一退の攻防を繰り広げました。
惜しくも延長戦で力尽きサヨナラ負けとなりましたが、その
チーム一丸となった全力の戦いは来年の勝利へとつながる試
合でした。
　また、当日は太田久雄町長を筆頭に 100 人を超える町民が
応援団として駆け付け、県北中野球部による応援歌や大町若
連による太鼓、さらには「くにみももたん」も駆け付け選手
を盛り上げました。まさにオール国見というべき応援が主催
者の心を打ち、国見町応援団が県内唯一となる「応援団賞」
を受賞しました。

一人で投げ抜いた斎藤奨投手

優美な蓮を彩る
　中尊寺蓮絵画コンクール
　9 月 14 日、第 1 回「国見町に咲く中尊寺蓮絵画コンクール」

（国見町中尊寺蓮育成会主催）の表彰式が森江野町民センター
で行われました。応募作品 162 点の中から国見町長賞に宍戸
乙羽さん（国見小 3 年）、鈴木咲千さん（国見小 4 年）、斎藤
愛恵さん（県北中 1 年）、平塚喜美子さん（福島市）が受賞し
ました。各作品は 11 月 1 日、2 日の町文化祭に展示されます。

「みんなのおかげでもらえたよ！！」

県大会では全力を出してきます！

長年の
　功績を称えられる
　9 月 19 日、長年国見町議会議員として町の町政にご尽力さ
れ、今年 7 月に亡くなった故武田勉さんに対して、内閣総理
大臣から叙位が発令されました。
　式では、福島県県北地方振興局牧野善茂局長から、妻のヤ
イさんに正六位・瑞宝双光章が伝達され、故武田勉さんを称
えました。

国見バーガーのおいしさを
　全国に届けます！
　10 月 1 日、観月台文化センターに商工会青年部が鳥取県で
開催される全国ご当地バーガーグランプリ「とっとりバーガー
フェスタ 2014」に出店するため、グランプリにかける意気込
みを報告に来庁しました。佐久間会長は「東北からは国見バー
ガーのみ。国見の代表ではなく東北の代表として頑張ってき
ます」とあいさつがありました。町・東北の代表としてがんばってきます

青少年育成町民会議

　奨励金交付
　9 月 26 日、伊達地区大会でアベック優勝し、県中体連駅伝
競走大会県大会に出場する県北中学校駅伝部に対し、国見町
青少年育成町民会議（会長　太田久雄町長）は、健闘を祈り
岡崎忠昭教育長から奨励金が交付されました。
　県北中学校　駅伝部　男子チーム（佐藤嵩太　ほか 8 人）
　　　　　　　　　　　女子チーム（高橋香澄　ほか 7 人）

牧野善茂局長から受け取る武田ヤイさん

くにみ幼稚園運動会
　10 月 4 日、統合後２回目の運動会がくにみ幼稚園で開催さ
れました。今年は「ちからいっぱいがんばろう」をスローガ
ンに、園児たちは精一杯練習してきました。
　運動会には年少・中・長の園児 170 人と保護者が参加しま
した。競技は紅組、白組に別れ障害物競争、玉入れ、ダンス、
親子競争など様々な競技が用意され、園児たちは日頃の練習
の成果を発揮することができました。
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11
月
の
相
談
会

≪障がい者相談≫
・開催日　18 日火

・場所　　観月台文化センター

　　　　   第 2 和室

・時間　　午前 10 時から午後 4 時

　※障がい者に関する様々な相談を

　　受付しますので、ぜひご利用く

　　ださい。

お
知
ら
せ

　「
支
援
の
輪
を
広
げ
る

つ
ど
い
２
０
１
４
」

　
「
支
援
の
輪
を
広
げ
る
つ
ど

い
２
０
１
４
」
は
「
被
害
者
に

優
し
い
ふ
く
し
ま
の
風
運
動
」

の
一
環
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
　
11
月
１
日
土
午
後
１

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

▼
場
所
福
島
県
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
者　

県
民（
入
場
無
料
）

▼
内
容
　
第
１
部　

講
演

「
交
通
犯
罪
死
被
害
者
遺
族
」

第
２
部　

福
島
県
警
察
音
楽
隊	

に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　

第

３
部　

桜
の
聖
母
短
期
大
学
マ

一
般
社
団
法
人
福
島
県

国
際
農
友
会
海
外
派
遣

研
修
事
業

　

国
際
的
な
視
野
に
立
ち
近
代

的
な
農
業
経
営
の
確
立
を
目
指

す
先
駆
的
農
業
者
の
育
成
を
目

的
に
実
施
す
る
海
外
派
遣
研
修

事
業
の
研
修
生
を
募
集
し
ま

す
。

▼
募
集
人
員　

県
内
在
住
農
業

者
12
名

▼
研
修
期
間　

平
成
27
年
１
月

18
日
か
ら
１
月
28
日（
11
日
間
）

▼
研
修
先　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
及
び
フ

ロ
リ
ダ
州
）

▼
研
修
内
容　

農
業
研
修　

試

験
研
究
機
関
、
農
産
物
市
場
、

農
業
経
営
者
と
の
意
見
交
換

▼
費
用
負
担　

48
万
円

▼
申
込
み
期
限　

10
月
24
日
金

問
福
島
県
農
業
会
議　

☎
５
２
４
‐
１
２
０
１

『
介
護
就
職
デ
イ
』

介
護
関
係
合
同
面
接
会

　

介
護
関
係
職
種
へ
の
就
職
を

考
え
て
い
る
方
を
対
象
と
し
た

合
同
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま

す
。
い
ち
ど
に
多
く
の
事
業
所

の
採
用
担
当
者
と
面
接
で
き
る

チ
ャ
ン
ス
で
す
。
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日
時　

11
月
13
日
木
午
後
１

時
30
分
か
ら
午
後
４
時

▼
場
所
　
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
エ
ル

テ
ィ
1
階　

ス
ク
エ
ア
ル
ー
ム　

福
島
市
野
田
町
1
丁
目
10
‐
41

▼
参
加
事
業
所　

26
社
予
定

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
福
島　

☎
５
３
４
‐
４
１
２
４

平
成
26
年
１ 

月
か
ら
、

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存

制
度
の
対
象
者
が
拡
大

さ
れ
ま
し
た

　　

個
人
の
白
色
申
告
者
の
う
ち

前
々
年
分
あ
る
い
は
前
年
分

の
事
業
所
得
、
不
動
産
所
得

又
は
山
林
所
得
の
合
計
額
が	

３
０
０
万
円
を
超
え
る
方
に

必
要
と
さ
れ
て
い	

た
記
帳
と

帳
簿
書
類
の
保
存
が
、
平
成
26	

年
１
月
か
ら
は
、
こ
れ
ら
の
所

リ
ア
ン
コ
ラ
ー
ル
に
よ
る
支
援

コ
ー
ラ
ス

問
福
島
県
警
察
本
部
県
民
サ
ー

ビ
ス
課
☎
５
２
２
‐
２
１
５
１

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご

協
力
く
だ
さ
い

　

県
で
は
、
10
月
を
「
不
正
軽

油
撲
滅
強
化
月
間
」
と
定
め
、

関
係
団
体
と
協
力
し
て
不
正
軽

油
の
排
除
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。「
不
正
軽
油
を
作
ら
な
い
・

売
ら
な
い
・
買
わ
な
い
・
使
わ

な
い
」
不
正
軽
油
の
防
止
・
撲

滅
に
は
、
県
民
の
皆
様
の
ご
協

力
と
情
報
提
供
が
欠
か
せ
ま
せ

ん
。不
正
軽
油
の
製
造
や
販
売
、

使
用
に
関
す
る
情
報
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
県
庁
税
務
課
ま
た
は

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
県
庁
総
務
部
税
務
課

☎
５
２
１
‐
７
０
６
７

℻
５
２
１
‐
７
９
０
５

　

zeim
u@
pref.fukushim

a.
lg.jp　

県
北
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
５
２
３
‐
０
０
２
１　
　

℻
５
２
３
‐
２
３
３
５　
　

　

kenpoku.kenzei@
pref.

fukushim
a.lg.jp

得
を
生
ず
べ
き
業
務
を
行
う
全

て
の
方(

所
得
税
及
び
復
興
特

別
所
得
税
の
申
告
の
必
要
が
な

い
方
を
含
み
ま
す)

に
つ
い
て

必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　

記
帳
・
帳
簿
等
の
保
存
制

度
や
記
帳
の
内
容
の
詳
細

≪心配ごと相談≫
・開催日及び相談員

13 日 木 松浦　知弘 さん
鈴木　道代 さん

27 日 木 安藤　和子 さん
松浦　光子 さん

・場所　観月台文化センター
　　   　第 2 和室

・時間　午前 9 時から正午

（児童相談）

　　
　　人口　　  9,822 人（△ 15）　
　　  男　　    4,709 人（△　7）
     　 女　        5,113 人（ △　8）　
　    世帯　  　3,393 世帯（ △ 5）
   ※ 広報くにみでは住民基本台帳
　　人口を掲載しています。   

人口と世帯（平成 26 年 8 月 31 日現在）

　毎週木曜日は住民生活課戸籍係窓口業務を
午後 7 時まで延長しています

　　≪窓口延長の日≫　10 月 16 日、23 日、30 日
　　　　　　　　　　11 月 6 日、13 日、20 日、27 日
≪交付できる証明書等≫住民票・戸籍証明書、印鑑登録証明書
の交付、印鑑登録、戸籍の届出

※取扱いできない手続き　転入・転出・転居等の住所異動の届出、
税証明書等の交付はできません。
※詳しくは、戸籍係までお問い合せください。
問住民生活課戸籍係　☎ 585-2115

戸籍の窓口からのお知らせ
　掲載を希望されない方は、届出の際
にお申し出ください。

●おくやみ申し上げます●

戸 籍 の 窓 口
8 月 21 日～ 9 月 20 日受付分

●誕 生 お め で と う ●　

 広報くにみに掲載された写真を希望する方は、

企画情報課☎ 585-2927 までご連絡ください。

●結 婚 お め で と う ●　
佐藤　規史さん 
佐藤　愛珠さん  

 

（ 第 ７ ）

小林　心
み う

結ちゃん
孝志さん　直美さん

古溝　拓
た く と

翔ちゃん
正彦さん　裕美さん

佐藤　柚
ゆ ず か

花ちゃん
仁さん　聖子さん

佐々木　陽
ひ び と

斗ちゃん
智さん　さや香さん

（ 大 坂 ）

（源宗山北）

（ 第 ８ ）

（石母田西）

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー	

ジ		
(http://w

w
w
.nta.go.jp)

に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

福
島
県
最
低
賃
金
の
改

正
　

福
島
県
の
最
低
賃
金
が
10
月

4
日
か
ら
変
わ
り
ま
し
た
。
金

額
は
時
間
額
で
６
８
９
円
で

す
。
こ
の
機
会
に
確
認
し
ま

し
ょ
う
、
最
低
賃
金
。

問
福
島
労
働
局
賃
金
室
又
は
最

寄
り
の
労
働
基
準
監
督
署

☎
５
３
６
‐
４
６
０
４　

佐 藤 　 清 子 さ ん 60 （ 北 部 ）
菊 地 　 キ ミ さ ん 85 （石母田西）
佐 藤 　 イ ツ さ ん 84 （ 川 内 ）
片 平 　 達 男 さ ん 85 （ 内 谷 西 ）
松 浦 　 敏 子 さ ん 44 （ 大 木 戸 ）
菅 野 　 一 政 さ ん 66 （山崎耕谷）
神 田 　 正 久 さ ん 76 （ 宮 東 ）
髙 橋 　 ア サ さ ん 89 （ 山 崎 北 ）
安 達 　 正 春 さ ん 78 （ 鶉 町 ）
蓬 田 　 キ ヨ さ ん 91 （ 宮 町 北 ）

募集期間延長

10/15（水）まで

レシピ
コンテスト

日時
　11 月 2 日日
　午後 1 時から　
　午後 4 時
会場
　観月台文化
　センター
申し込み方法
　応募用紙により 10 月 15 日水まで産業振興課へ申し込みください。詳
細については、産業振興課にお問い合わせください。
注意点　
　・応募作品は 2 作品まで
　 ・応募は個人、グループ、団体は問いません。
　 ・和、洋、中、デザートなど料理のジャンルは問いません。
◆問い合わせ　産業振興課　☎ 585-2986
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行事のお知らせ
10 月 10 日 金 阿津賀志学級

11 日 土 国見っ子わんぱく広場
みみずく　おはなし会

12 日 日 町文化祭（音楽芸能発表会）
13 日 月 映画「人生、いろどり」上映会
15 日 水 くにみ女性教室
16 日 木 登山教室②「瀧山登山」
18 日 土 少年仲間づくり教室

市町村対抗ソフトボール大会
21 日 火 ３学級合同学習会

子ども移動図書館（国見小 3 年生）
23 日 木 子ども移動図書館（国見小 2 年生）

ファミリーシアター公演
（国見小学校）

27 日 月 子ども移動図書館（国見小 1 年生）
29 日 水 くにみ女性教室
30 日 木 寄せ植え教室①

ブックスタート
11 月 1 日 土 町文化祭（総合展示会）～ 2 日

2 日 日 町内一周駅伝競走大会
ふくしま駅伝結団式

4 日 火 休館日
11 日 火 子ども移動図書館（国見小 3 年生）
12 日 水 寄せ植え教室②

　

９
月
14
日
、
町
柔
道
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
Ｏ
Ｂ
会
・
父
母
の
会

主
催
、
町
共
催
に
よ
る
第
34
回

国
見
町
少
年
柔
道
大
会
が
、
柏

葉
体
育
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

福
島
・
宮
城
・
山
形
よ
り

３
０
０
人
を
超
え
る
選
手
が
出

場
し
、
団
体
戦
３
部
門
（
小
学

生
低
学
年
・
高
学
年
・
中
学
生

男
子
）
と
女
子
個
人
戦
２
部
門

（
60
㎏
以
下
・
60
㎏
超
級
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

強
豪
が
数
多
く
集
う
本
大
会

三
県
の
選
手
交
流
を
深
め
る

　
第
34
回
国
見
町
少
年
柔
道
大
会
開
催

で
、
当
町
の
選
手
た
ち
は
堂
々

た
る
試
合
を
繰
り
広
げ
ま
し

た
。

～第２回復興・絆～
魂の響き 和太鼓フェスティバル

日時　11 月 30 日日
　　　午後１時開演（予定）
会場　観月台文化センター体育館
出演　みちのくボンガーズ、ほか調整中
※広報 11 月号で詳しくお知らせします。

入
賞
者
多
数
！

　
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会

　

９
月
７
日
・
14
日
、
伊
達
市

お
よ
び
伊
達
郡
内
各
町
で
第
33

回
伊
達
地
方
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が

開
催
さ
れ
、
国
見
町
体
育
協
会

か
ら
７
種
目
に
１
０
８
人
の
選

手
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

当
町
で
は
柏
葉
体
育
館
で
剣

道
競
技
が
開
催
さ
れ
、
国
見
町

代
表
選
手
が
団
体
戦
優
勝
、
ま

た
個
人
戦
で
も
、
優
勝
・
準
優

勝
・
第
三
位
を
占
め
た
ほ
か
、

ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
競
技
で
は
個
人

戦
優
勝
に
輝
く
な
ど
数
々
の
目

覚
ま
し
い
成
績
を
残
し
ま
し

た
。

　

当
町
の
入
賞
者
は
次
の
通
り

で
す
。

【
剣
道
】

▼
団
体
▽
優
勝
…
佑
武
館
Ａ

第
三
位
…
佑
武
館
Ｂ

▼
個
人
６
段
以
上
▽
優
勝
…

朝
内
尚
光
▽
準
優
勝
…
奥
寺
良

▽
第
三
位
…
佐
久
間
広
昭

▼
個
人
５
段
以
下
▽
準
優
勝
…

大
場
隆
嗣

【
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
】

▼
団
体
▽
第
三
位
…
く
に
み

▼
個
人
10
ｍ
▽
優
勝
…
玉
木
實

彦【バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
】

▽
第
三
位
…
ラ
・
フ
ラ
ン
ス

開催決定

激しく剣を交える佐久間選手

右：県北中学校菊地選手の力闘

土
の
ぬ
く
も
り
触
れ
た
創
作
活
動
「
陶
芸
」

　
少
年
仲
間
づ
く
り
教
室

　

９
月
13
日
、
観
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー
体
育
館
で
教
室
生
30
人

が
参
加
し
、
少
年
仲
間
づ
く
り

教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
世
界
に
一
つ
だ
け

の
も
の
づ
く
り
」を
テ
ー
マ
に
、

氏
家
博
昭
氏
（
忘
山
庵
主
宰
）

を
講
師
に
陶
板
作
り
を
体
験
。

教
室
生
は
そ
れ
ぞ
れ
に
趣
向
を

凝
ら
し
た
作
品
を
作
っ
て
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、
製
作
後
に
行
わ
れ
た

人
気
投
票
で
は
お
互
い
の
作
品

を
讃
え
あ
う
姿
も
見
ら
れ
ま
し

た
。

第 42 回国見町文化祭
音楽芸能発表会
◆日時　10 月 12 日日
　午前 9 時 30 分開会
　場所　観月台文化センター体育館

総合展示会
◆日時　11 月 1 日土・2 日日
　午前 9 時から午後 4 時 30 分
　※ 2 日は午後 3 時 30 分まで
　場所　観月台文化センター体育館　

催し物
◆国見民話の会　
　11 月 1 日土
　午前 10 時
　場所　旧佐藤家住宅
◆人形劇・よみきかせ
　11 月 1 日土
　①午前 10 時 30 分　
　②午前 11 時 30 分
　場所　観月台文化セン
　ター第１和室
◆内谷太々神楽公演　
　11 月 2 日日
　午前 10 時から午後 2 時
　場所　旧佐藤家住宅

   主催　国見町文化団体連絡協議会
後援　国見町・国見町教育委員会

「
こ
う
し
て
で
き
る
！
」

　
く
に
み
女
性
教
室

　

く
に
み
女
性
教
室
「
移
動
教

室
」
は
、
９
月
24
日
に
21
人
参

加
で
行
い
ま
し
た
。
今
回
は
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
島
放
送
局
と
ヤ
ク
ル

ト
福
島
工
場
を
見
学
し
ま
し

た
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
で
は
、
ま
ず
「
お
は

よ
う
日
本
」
を
例
に
し
た
Ｄ
Ｖ

Ｄ
「
こ
う
し
て
ニ
ュ
ー
ス
番
組

が
で
き
る
」
を
視
聴
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
実
際
に
ス
タ
ジ

オ
に
入
り
、
カ
メ
ラ
の
操
作
な

ど
様
々
な
体
験
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
番
組
が
よ
り

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
ヤ
ク
ル
ト
工
場
」

で
は
、
会
社
概
要
や
世
界
各
国

で
飲
ま
れ
て
い
る
製
品
説
明
の

ほ
か
、
試
飲
や
ロ
ボ
ッ
ト
が
大

活
躍
し
生
産
し
て
い
る
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。

　

天
候
に
恵
ま
れ
、
楽
し
い
ラ

ン
チ
を
は
さ
ん
で
の
ゆ
っ
た
り

し
た
行
程
の
中
、
有
意
義
な
見

学
学
習
と
な
り
ま
し
た
。

粘土製作ならまかせて！

実際のスタジオで番組作りを体験

昨年の国見民話の会

思
い
出
を
残
す

「
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
教
室
」

　

文
化
団
体
連
携
講
座
「
初
心

者
の
た
め
の
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
教

室
」
は
、
９
月
５
日
か
ら
4
回

に
わ
た
り
、
く
に
み
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
（
高
橋
弘
信
会
長
）
と
共

催
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

く
に
み
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
会
員

か
ら
指
導
を
受
け
、
第
1
回
、

2
回
は
ビ
デ
オ
撮
影
の
基
本
と

編
集
技
術
を
学
び
、
第
3
回
で

受
講
生
が
そ
れ
ぞ
れ
に
義
経
ま

つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
際
に
撮

影
し
て
、
第
4
回
で
は
編
集
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

熱心に受講する参加者
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放送日 放　送　内　容

10/31 真っ赤なリンゴに込めた、
若人の情熱

11/7 川内地区の自慢の野菜を
召し上がれ！

11/14 キャンドルの灯りに祈りを込めて

放送日 放　送　内　容

10/17 国見バーガーがついに全国デュー！

10/24 国見町の秋を彩る、伝統の鹿島神社
例大祭

ふれあい赤いエプロンプロジェクト

をご存じですか？	取材で初めて知っ

たのですが、トラックにミニキッチン

を乗せ、仮設住宅で料理教室を参加

型で行っているんです。自分の手で

作り、食す。生活の基本ですね。私も、

次回機会をいただけるのであれば参

加したいです。	 （N.K）

あ と が き

にみく

日 月 火 水 木 金 土
10 11

・いきいきサロン
第8・第9

（午後1時半～）
・阿津賀志学級
・ももたんFM
・広報くにみ

10月号発行日

・藤田保育所運動会
・国見っ子わんぱく広場

12 13 14 15 16 17 18
・町文化祭

音楽芸能発表会
・体育の日
・映画「人生、いろどり」

上映会

・いきいきサロン
第1（午前10時半～）

・ニコニコ相談会
・くにみ女性教室

・いきいきサロン
第2（午前10時～）

・登山教室
（山形市瀧山）

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
大木戸

（午前11時～）
・ももたんFM

・市町村対抗
ソフトボール大会

・少年仲間づくり教室
・県北中学校柏葉祭

19 20 21 22 23 24 25
・各地区防災訓練
・国見小学習発表会
・第３回歴史町づく

りシンポジウム

・いきいきサロン
泉田下

（午前10時～）

・いきいきサロン
德北（午前1時半～）

・障がい者相談
・3学級合同学習

・行政相談
（午前10時～）

・いきいきサロン
泉田中

（午前10時～）
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
光明寺

（午前10時～）
・ももたんFM

・「ファイナンシャル
プランナー（FP）」
による納税相談会

26 27 28 29 30 31 11/1
・福島県知事選挙 ・いきいきサロン

板橋（午前10時～）
・いきいきサロン

石母田（午前10時～）
・いきいきサロン

貝田（午前10時～）
・くにみ女性教室

・いきいきサロン
大枝（午前10時～）

・乳幼児健診
3・9 か月

・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
源宗山

（午前10時～）
・税金等納期限
・幼小中一貫教育

推進事業（第1・2部）
・ももたんFM

・町文化祭
総合展示会

・幼小中一貫教育
推進事業（第3部）

11/2 11/3 11/4 11/5 11/6 11/7 11/8
・町文化祭

総合展示会
・町内一周駅伝大会

・文化の日 ・いきいきサロン
内谷・鳥取

（午後1時半～）

・いきいきサロン
太田川

（午前10時～）
・ニコニコ相談会

・いきいきサロン
塚野目

（午前10時～）
・献血
・戸籍窓口延長日
（午後7時まで）

・いきいきサロン
第4（午前10時～）

・ももたんFM
・広報くにみ

11月号発行日

・みんなでいっしょに！
くにみ産業祭（～ 9日）

カレンダー


